
 
 

優先的検討部会の今後の予定について（案） 

平成 29年９月 25日 

１．優先的検討に係る平成 29 年度の今後の取組予定  

 （１）優先的検討規程の確実な策定に向けた取組 

 規程の策定における課題・工夫点に関するアンケート調査結果の集計・分析 

 規程の策定における課題の把握とその解決方策の検討 

 規程の策定における工夫点の把握と優良事例等の横展開 

 （２）的確な運用に向けた取組 

 規程の運用における課題・工夫点に関するアンケート調査結果の集計・分析 

 規程の運用における課題の把握とその解決方策の検討 

 規程の運用における工夫点の把握と優良事例等の横展開 

 （３）人口 20 万人未満の地方公共団体における規程の策定・運用の促進に向けた取組 

 平成 29年 3月末までの優先的検討規程の策定・運用状況から優良事例の候補

となる地方公共団体に対してヒアリングを実施 

 優良事例の整理と横展開 

 

２．優先的検討部会における調査審議項目  

 （１）国・地方公共団体への規程の策定・運用状況のフォローアップ 

 （２）規程の策定・運用上の課題を踏まえた、規程の運用を適正化するために必要な施

策の検討 

 （３）人口 20万人未満の地方公共団体における規程の策定・運用の促進に向けた施策の

検討 

 

３．部会のスケジュール  

（１）平成 29年 11月頃 第６回優先的検討部会開催 

 規程の策定・運用状況の調査結果を踏まえた現状課題の把握と対応策について 

 地方公共団体における規程の策定・運用事例のヒアリング結果について 
 

（２）平成 30 年２月頃 第７回優先的検討部会開催 

 前回議論を踏まえた、「的確な運用に向けた方策」及び「未策定団体への策定の促

進」の具体的方策について（優良事例の横展開、運用の手引の拡充等） 

  

資料４ 



 
 

規程の策定・運用上の課題を踏まえた施策の検討 

 

１．優先的検討規程の策定上の課題 

  

 

２．優先的検討規程の運用上の課題  

   
 

３．施策の検討  

 国・地方公共団体の規定策定・運用のプロセスにおける各課題に対し、対応策となり

得る考え方や事例を整理し横展開を実施 

 運用の手引の拡充 

 

規程の策定に向けた庁内担当者理解の深化

優先的検討規程の策定プロセス 策定の時に想定される課題

目的・意義等の理解・共有不足

庁内関係部局間の連携
既存の指針等との整合
対象事業の整理

職員の配置
職員の不足

規程の策定に関する実務作業

規程の運用に向けた庁内組織の整備

規程の策定または庁内組織の整備における
首長・議会等の合意形成

優先的検討規程の運用プロセス 運用の時に想定される課題

■対象事業が適切に把握され、検討のフェーズに進んでいるか
・職員が正しく理解し、適切に事業が把握されているか
・運用のために必要な職員が足りているか

■簡易検討の実施でどのような問題が発生したか

・算出したVFMの数値の妥当性をどのように担保するか
・定性的な評価の客観性をどのように担保するか
・詳細な検討以降の予算確保をどのように行うか
・PPP/PFIのどの手法を採用候補として検討を行うか
・検討結果の対外的な説明をどのように行うか

■詳細検討の実施でどのような問題が発生したか
・詳細な検討を実施する上での調査費用の捻出
・簡易な検討の際に算出したVFMの数値と異なる結果となった
・民間事業者の参画意向をどのように把握するか

・調査を実施する外部コンサルをどのように選定するか
・検討結果の対外的な説明をどのように行うか



 
 

優先的検討部会構成員名簿 

＜委員＞ 

○ 小幡 純子  上智大学法科大学院教授 

◎ 根本 祐二  東洋大学経済学部教授 

 

＜専門委員＞ 

北詰 恵一  関西大学環境都市工学部教授 

下長 右二  パシフィックコンサルタンツ株式会社部長 

横山 幸司  滋賀大学社会連携研究センター教授 

 

（◎は部会長、○は部会長代理。５０音順。） 

 

参考 


